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事務局 〒960-8051 福島市曽根田町4-22  

TEL：024-526-7211 FAX：024-526-7212 

E-mail：info@fukushimachuo-rc.com  

福島中央ロータリークラブ会報 

2025-26年度会長  鈴木 努 会長あいさつ 
 みなさんこんにちは。今日は一つの課題であり

ました会員名簿が出来上がりました。植木会員

の、できるまでの作業努力には感謝申し上げま

す。後ほど委員会報告の中で苦心した

点、うまくいった点とご説明いただきた

いと思います。その他、地区補助金を活

用する時に贈呈品に貼るシールも出来

上がりました。各種活動の折りに福島中

央ロータリークラブの名称を知ってい

ただく活動をして行きたいと思います。 

 さて7月は私自身、新年度を迎え例会、理事会の進め方、各委員長へ

活動の依頼、地区の研修会と矢継ぎ早に行事が重なり、皆さんの満足

いただけるような運営になっていたでしょうか。特に植木会員増強委員

長には大変お世話になり、またお手伝いをいただき、新会員募集には

力を入れてまいりました。 8人から10人位を訪問したかと思います。

おかげさまで浅野紘太会員が誕生いたしました。今後も理事会、例会で

どのような会員増強の方法が良いか、委員会と相談しながら進めてい

きたいと思います。 

 8月には一大行事でありますが、ガバナーの公式訪問がありました。ク

ラブ協議会、例会では多くの会員の出席をいただき、盛大かつ内容の

ある会だったと思い感謝申し上げます。先週の家族例会では坂本親睦

委員長に大変盛り上げていただきました。みなさんの楽しんでいただ

いている様子を見て大変嬉しく思いました。 

 9月に入りました。今現在、地区の各委員会セミナーが開催されてお

ります。もうすでに終えられた会員の方にはご苦労様でした。またこれ

から行かれる会員の方はご苦労様です。いずれ例会で内容発表をして

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

 クラブ内でも奉仕プロジェクト委員会を中心に様々な活動が予定され

ています。来週は青少年奉仕委員会の企画で南福島コアラ学童クラブ

に、昔懐かしいけん玉等を贈る予定だと聞いています。後ほど小林青少

年奉仕委員長より詳しく説明があると思います。ぜひご参加をお願い

申し上げます。 

 また9月24日水曜日には、相楽ガバナー補佐が理事会、夜間例会に

ご出席いただきます。普段のクラブ活動内容を見ていただき、アドバイ

ス等がありましたら受けたいと思います。多少例年と違う作業手順活動

があるかもしれませんが、ロータリー精神

の「寛容な心」でご協力いただければ幸い

です。 

 それでは今日の例会も活気あふれる会

になりますようお願い申し上げます。ご協

力よろしくお願いいたします。 

 今年の会長方針の一つは、一緒に活動し

ましょう、です。ありがとうございました。 

以上です。 

2025年9月3日(水) 
第8回（通算1635回） エフズサンパレス 

「クラブ活性化ワークショップ報告/ 

青少年奉仕委員会セミナー報告」 
◆開会点鐘  鈴木 努会長 

◆国歌斉唱「君が代」 

  ロータリーソング「奉仕の理想」   

ソングリーダー 今野 朗会員 

◆「四つのテスト」唱和   

奉仕プロジェクト委員会 石橋 真一委員 

◆ お客様並びに来訪ロータリンの紹介   

 ・米山記念奨学生  ヴォ ロン クエンさん 

◆米山記念奨学金の進呈 

◆米山記念奨学生のあいさつ   

◆ロータリー財団より襟ピンの贈呈 

 ・斎藤 高紀会員  ＰＨＦ＋４ 襟ピン 

◆９月会員及びパートナーの誕生祝 

◆お誕生日会員よりひとこと 

◆会長あいさつ  鈴木 努会長 

◆ロータリー用語の解説  山田 稔ＳＡＡ 

◆お食事をどうぞ 

◆幹事報告  菅野 幸一幹事 

◆各委員会報告 

 ・10月のプログラム紹介        

プログラム委員会  宍戸 宏行委員長 

 ・ニコニコＢＯＸ委員会報告   

ニコニコＢＯＸ委員会  川瀬 哲雄委員長 

 ・Ｒ財団・米山委員会より     

Ｒ財団・米山委員会  渡邊 英世委員長 

 ・会員名簿について          植木 博隆会員 

◆クラブ活性化ワークショップ報告   

佐藤 元彦クラブ戦略計画委員長 

◆青少年奉仕委員会セミナー報告    

小林 潤子青少年奉仕委員長 

◆閉会点鐘  鈴木 努会長 

例会次第 

ＨＰ 



 

2 

佐藤 元彦クラブ戦略計画委員長 
日時：2025年7月19日(土) 

会場：郡山ユラックス熱海 

 2025年7月19日（土）、郡山ユラックス熱海にて「クラ

ブ活性化ワークショップ」が開催されました。 

 当クラブからの出席は、戦略計画委員長として私一人の

参加でしたが、地区の担当として、RLI副委員長の山田稔

会員と、ロータリー財団副委員長の佐藤龍史会員が参加

しました。この３日後に佐藤龍史会員とお別れする事にな

り、龍史会員と会った最後の日でした。 

 ワークショップについては、地区ラーニング委員会副委

員長の町田晃さん（郡山南RC）より説明があり、ロータ

リー章典に定められた地区主催セミナーの一つであり、そ

の目的は「ロータリーの戦略計画と一致する活動への支援

と参加に対するロータリアンの意欲を高めること」にあり

ます。ガバナーがプログラム全体の責任者を務め、佐藤正

道地区ラーニングファシリテーターが、西山由美子地区会

員増強・DEI委員会委員長、善方邦彦公共イメージ・IT委

員会委員長、林克重ロータリー財団委員会委員長と連携

し、計画・実施されました。 

 近年、行動計画の推進や「3Years Rolling Goals」な

ど、ロータリーでは新たな取り組みが進められています。

このワークショップでは、その目的や意義をあらためて見

つめ直し、「どうすれば、いきいき、わくわくするクラブに

なるのか？」をテーマに、参加者同士が楽しく積極的に意

見を交わし、学びと気づきを得られる場となるよう企画さ

れました。 

 プログラムは、佐藤正道地区ラーニングファシリテーター

による基調講演「りゅうぐうロータリークラブから見えて

くるクラブの課題と希望」に続き、本講演の事例をもとに

したRLI方式で、グループディスカッションを実施しまし

た。参加者は自クラブの現状を見つめ直し、課題解決や前

向きな変化のきっかけを探りました。 

 当日は、各クラブより約90名の会員が参加し、これから

のクラブ活動に有益な気づきを得る機会となりました。 

 この「クラブ活性化ワークショップ」に参加し、今後のクラ

ブ運営について再確認し、今後当クラブが抱える問題に

ついて考える機会となりましたが、やはり当クラブが抱え

る一番の問題点は、会員数の減少です、３年後には会員数

が５０人となるように、毎年純増３名を確実に実施出来る

よう、植木会員増強委員長と推し進めていきたいと考え

ていますので、全会員の協力をよろしくお願いいたしま

す。 

小林 潤子青少年奉仕委員長 
日時：2025年8月31日(日) 

会場：郡山ユラックス熱海 

 ８／３１青少年奉仕委員会・ローターアクト委員会・学友

委員会合同セミナーに参加してきました。セミナーⅠ部で

は、インターアクト委員会・RYLA委員会・青少年交換委員

会・ローターアクト委員会・学友委員会のセミナーが行わ

れ、青少年交換委員会では、ROTEXの帰国報告を聞き、

学友委員会では、ROTEXであり、福島中央ロータリアク

トークラブ会長である鈴木奈々江さんからのお話を伺い

ました。その後、Ⅱ部では、青少年関係活動についてのお

話の後、グループディスカッションが行われ参加して参り

ました。 

 今回のセミナーの印象的だったのは、グループディス

カッションです。グループディスカッションでは、参加者の

ロータリークラブがどのような活動・方針で進めているか

がテーマでした。それぞれが、どのような活動をしている

かや今後どのような活動をしていきたいか、問題点は何

かを話し合いました。現在行っている活動や今後取り組み

たい活動は、スポーツに関することが多くあり、あるクラ

ブでは、参加者が少ないため地域の行事にアクトクラブと

参加しているとの事でした。その中で問題点としては、参

加者や会員が少ないや予算が取れないとの事から活動が

満足に出来ないとの発言もありました。それに対し、単独

ではなく共同を考えて活動の輪を広げる方法もあるとの

お話をいただきました。例えば、青少年交換では、ホスト

ファミリーの数ですが、一年間でホストファミリーは現在

半年ずつが多いようです。以前は四家族だったようです。

受け入れてくれる家族が少ないのであれば他のロータ

リークラブにも協力をお願いする方法もあるのではない

かなどです。予算が少ないのであれば、ロータリー文庫を

すこしづつ寄贈するなどです。 

 突然ですが、私が青少年奉仕委員会委員長になると別

のクラブのロータリアンの方から、「目的と手段をはき違

えないように頑張ってほしい、目的を達成するために青少

年奉仕がある」と言われたことがございました。 

 私は、地区研修協議会も参加いたしましたが、青少年奉

仕活動の目的は、いかに次世代のリーダーを育てること

に尽力するかとの事また、手続き要覧では「指導力要請活

動、社会奉仕プロジェクト及び国際奉仕プロジェクトの参

加、積極的世界平和と異文化の理解を深め育む交換プロ

グラムを通じて、青少年ならびに若者によって、好ましい

変化がもたらされる事を意識するものである」と書かれて
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いるとのお話などでしたが良く意味がわかっておりませ

んでした。今回グループディスカッションに参加すること

で、以前言われた言葉や目的が少し理解できたかと思い

ます。目的とは次世代のリーダーを育てるため、手段とし

て青少年奉仕活動を行うものである。ロータリーで奉仕活

動をしたことが、その人の成長のきっかけや糧になり、一

人の人材を育てるために出来ることを考えて活動するこ

とが青少年奉仕の意味で、また、一人の人材を育成出来

るのがロータリークラブなのだと思いました。 

 また活動において、その活動が一人の人材を育成するに

はどのような意味があるのかを知って活動して行かなけ

ればと思いました。そして、目的と意味、このことをクラブ

内で共有していかなければならないのではと思います。

なぜなら、目的や意味が分からない活動には、正直積極的

に活動していこうとは思わないのではないかと思います。

私は、優先順位が下がっても仕方の無いことだと思いま

す。青少年奉仕活動だけではなく、今後のロータリークラ

ブの活動では、このことを意識して行いたいと思います。 

 さて、青少年奉仕活動として来週１４：００から学童クラ

ブにおもちゃの寄贈を行います。まず、学童クラブがどの

ようなものか簡単にと言いますと、小学生の放課後の居

場所です。一人で留守番の難しい子供たちがそこで遊ん

だり、宿題をしたりして過ごしています。法律的には児童

福祉法を元にした放課後児童健全育成事業で、保護者が

労働等により昼間家庭にいない都内小学校に就学してい

る児童に対し、授業の終了後等に児童館等を利用して適

切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図る

事業です。 

 今回、寄贈する学童クラブは、南福島コアラ学童クラブ

で、子供たちのクラスは小学校一年生２０名、小学校二年

生２０名、小学校３４５６年生６０名計１００名定員のクラブ

です。今回、おもちゃは、けん玉・コマ・縄跳び・それに付随

する備品となります。現在、子供たちの中では、昔の遊び

がはやっているそうです。先生たちは、今のおもちゃと昔

のおもちゃの違いなどを生徒たちに話したりしているそ

うです。昔のおもちゃの現代版が、ベイゴマとベイブレード

との事です。今回の寄贈によって、子供たちが昔のことに

興味をもったり、より運動したりして寄贈品でたくさん遊

んでいただければと思います。 

 お知らせがございます、毎年恒例ではありますが、１０／

１９に猪苗代の水草清掃の参加をお願いいたします。確認

はしておりませんが、猪苗代の水草清掃は、ロータリーク

ラブの水と衛生月間にちなみ参加活動していると聞きま

した。出来れば多くのご参加よろしくお願いいたします。 
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幹事報告 菅野 幸一幹事 

1) 9月のロータリーレートは、1ドル１４７円です。 

2) 9月6日（土）13：00～郡山ユラックス熱海にて、「公共イメージ向上セミナー」が開催さ

れます。当クラブからは斎藤 高紀公共イメージ委員長が出席いたします。 

3) 次週9月10日（水）の例会は、12：30～エフズサンパレスにて「会員スピーチ」となって

おります。淺野 紘太新会員、佐々木 臣樹会員、川瀬 哲雄会員にスピーチいただく予定

です。 

9月会員・パートナーの誕生祝  

 会員 

  ９月１２日 鈴木 和夫会員 

  ９月１４日 宍戸 宏行会員 

  ９月１７日 佐藤 和子会員 

  ９月２５日 渡部九二五郎会員 

  ９月２５日 今野 朗会員 

 パートナー   

９月１６日 植木 博隆会員のパートナー 

９月２０日 坂本 和司会員のパートナー 

９月２０日 佐々木 臣樹会員のパートナー 

９月２８日 川瀬 哲雄会員のパートナー 

米山記念奨学金の進呈 

米山記念奨学生 ヴォ ロン クエンさん 

ロータリー財団より襟ピンの贈呈 

斎藤 高紀会員  ＰＨＦ＋４ 襟ピン�  

〇10月1日(水) エフズサンパレス 12：30～ 

 「R財団補助金管理セミナー報告」 

 「職業奉仕委員会セミナー報告」 

〇10月8日(水) 〈移動例会〉まごころ食堂 12：30～ 

  

 まごころ食堂 贈呈式(お米、絵本等) 

〇10月15日(水) 祝日（10/13スポーツの日）休会 

〇10月23日(木) ウェディング エルティ 18：00～ 

福島RC・福島南RC合同例会（登録料7,000円） 

〇10月29日(水) エフズサンパレス 12：30～ 

 「会員スピーチ」渡部九二五郎会員/大出 隆秀会員 

●10月29日(水) ウィズもとまち 10月度定例理事会 

宍戸 宏行委員長 
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本日の出席率 
会員数          41名 

出席者総数        26名 

 うち出席免除会員出席  3/4名 

出席率      65.0％ 

安藤 正道会員 

石橋 真一会員 

植木 博隆会員 

梅津 寿光会員 

大出 隆秀会員 

川瀬 哲雄会員 

菅野 幸一幹事 

小林 潤子会員 

今野 朗会員 

紺野 信会員 

斎藤 高紀会員 

斎藤 達也会員 

坂本 和司会員 

佐藤 和子会員 

佐藤 信雄会員 

佐藤 元彦会員 

宍戸 宏行会員 

菅谷 敏会員 

鈴木 努会長 

丹野 良一会員 

芳賀 裕ＰＧ 

平井 義郎ＰＧ 

箭内 一典会員 

山田 稔会員 

渡部九二五郎会員 

渡邊 英世会員 

 

川瀬 哲雄委員長 

■鈴木 努会長 

 9月に入りました 今月も一緒に活動しましょう 

  目標 150万円 

本日の投入額  26件  31,000円   

  累   計   246,331円 

RLIはRotary Leadership Institute でロータリーリー

ダーシップ研究会の頭文字をとったものですが、参加型、対

話型のセミナー形式でロータリーについての理解を深めるた

めに役立っています。RLIはパート1~3まで分かれており、そ

れぞれのパートに6つのセッションがあります。1つのグルー

プは6人から8人くらいで構成され、ファシリテーターが進行

していきます。これは現状のロータリーの知識などは関係な

く、第2530地区の様々なクラブから皆さんが参加されます

ので、他のクラブの現状や活動などを聞くことができます

し、そのクラブの出席者に尋ねることもできます。 

RLIは地区だけで受講者を管理しているわけでなく全国の

受講者を管理していますので、他地区で行われているRLIに

も参加することができますし、途中のパート2やパート3から

も参加できます。1日のセッションが6つありますので朝から

夕方まで時間がかかりますが、1年に3日だけ時間を割いて

参加する価値はあると思います。 

特に会長エレクトや幹事予定者の方などは、会長の準備とし

て出席する方が多いです。 

また、クラブ内の委員会で大委員長をさ

れる方も、委員会についての知識や考

え方を整理するのに最適です。 

9月28日(日曜日)にPart2がユラック

ス熱海で9時から開催される予定に

なっておりますので、ぜひ参加されるこ

とをお勧めいたします。 

山田 稔ＳＡＡ 

クラブ内研修用スピーチ（第7回） 
RLIについて 

ガバナー月信9月号より 
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８月２３日 釈迦堂川花火大会での梨販売 

須賀川で開催された釈迦堂川花火大会に合わせて、福島中央RACの活動紹介と

梨の販売をしてきました。須賀川での活動は初めてだったので、須賀川RCの

大木さん、藤田さん、須賀川ぼたんRCの味戸さんにはお世話になりました。

わからないことが多く、準備していく中で多くのことをご教示していただきま

した。当日は、カット梨を作ることになっていたため人手が必要だったので、

福島学院大学RACの方にも手伝っていただきました。 

 イベント当日は、とても暑かったので歩いている人が少なく、思っていたよ

うには売れませんでした。そんな中、須賀川市長の大寺さん、福島中央RCの

斎藤さん、郡山の米山の学生さんなどロータリーファミリーの方に遊びに来て

いただきました。夕方の涼しい時間になると梨が少し売れました。  

 今回のイベントを通して、様々な課題が見えてきました。新しい場所でのイ

ベントの開催の難しさ、自分たちの目的を改めて見直して次年度に繋げていこ

うと思っています。初めてのことで手探りではあったのですが、次の活動に繋

げられるいい経験になりました。 

 ８月３１日 青少年奉仕セミナー  

  私は今回、学友委員会からの報告として学友委員長の板橋

さんと一緒に報告をしてきました。板橋さんからは、これから

の学友の必要性やイベントの告知をしていただきました。私は

「ロータリーとの関わり」という題で、自分自身の今までの活

動、どうしてROTEXからRACに入ったのか、私以外の

ROTEXの活躍などを話しました。青少年奉仕活動が１つの活

動で終わってしまうことがもったいないこと、横との繋がりが

大切なことを伝えさせていただきました。 

 私自身、ROTEXとして活動をしてきて、特に東北の地区の

方々とは繋がっていたり、RIJYEMとも繋がっていたりして全

国のイベントにも呼んでいただいています。また、昨年度の

RACの年次大会ではRACのメンバーだけではなく、ROTEX、

青少年交換の学生などにも参加をしてもらい、RACがどんなこ

とをやっているのかを知ってもらう機会になりました。 

 様々な活動を通して多くの方にRACを知ってもらうことが、

自分たちの可能性を広げること、第2530地区を盛り上げてい

くこに繋がると考えています。これからRAC、IAC、青少年交

換、米山の架け橋になりたいと思い、今回の発表をしてきまし

た。 

 セミナーの合間には、安達会員の家の梨を売り、福島中央

RACの活動紹介のブースを出してきました。思っていた以上に

梨が売れました。一人でも多くの方にRACの活動を知っていた

だく機会になりました。 


